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内 容 梗 概

動故において,変換時空げき磁束波の中に,所要調波に対して奇数倍調波,

偶数倍調波および分数調披成分が含まれる｡

これらの調披のうち,偶数倍 波および分数詞波は棟数変換したため

ないのが普通である(｢このような異状調披磁束が存在すると,機器の振動

ずるもので,正規運転時には生じ

圧波形のひずみを大きくする原

｢プ｣となる｡本稿は,かかる異状調波電圧が電機丁コイルに混入しないたゼ)の電機子満数に課すべき条件を,図

式的および数式的に導いたものである｡

】.諸 言

揚水発電所用発電電動機に,極数変換形｢ワl極同期機が用いられる

場合がある｡

この場命棟数変換の力式として,界磁梅は凸棒形磁極の転極ある

いは消極匿よる方式,また電椋子コイルは巻線グループの接続変更

によるガ式が採川される｡

この方式においては,極数変換時,不整磁束彼匿含まれている各

種調波成分の一つを所要調波成分( 本披)として,電機子コイルで

採り出しているから,ほかの残りの調波に対する電機子コイルの巻

線係数が零でないときには,誘起電圧に 波成分が含まれる｡

本文では磁束披形に分数調波および高調波を含む場合の,分布巻

係数と短節巻係数を図 的および数式的に導き,

筋隆毎相の指数が,懲数あるいは任意の分数であ

果結のそ

問をる

彼の混入しない条件が存在することを明らかにした｡,

2.変換比と磁束高調波

いま,

ろ:~ft規運転時iこおける全磁極数

量:極数変換時における全磁極数

とするとき,賞と為の最大公約数をよとすれば

賞ニス九 f㌔=ス♪2

Lたがって,

子の

わず異状

この7■を変換比と呼び♪1と♪2は布いに素数となる∩ また

九:極数変換時,界磁極グループの最′卜単位を示す磁極

数であり,以後丸棒を1磁極グループと名付ける｡

♪2:2磁極グループにまたがる空げき磁束波を基本波と

考えたとき,極数変換時に利用する空げき磁束波の

所要調波次数を表わす｡

♪2が

なり,

る(-,

数のとき,空げき磁束波の調波次数(彿)は奇数(1,3,5,…)と

♪2が偶数のとき循は偶数(2,4,6,…)となることは明らかであ

したがって,極数変換時に利用する空げき磁束披の所要調波次数

を,基本波としてみるときは,♪2が奇数のときは,奇数倍調波次数

と分数詞波次数が存在し,♪2が偶数のときは,偶数倍調披次数およ

び分数 波次数のほかに奇数倍 波次数も存在することがわかる｡

*
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3.電機子コイル配分法

変換時の所要調彼に対して通常のように,2屑6相帯巻きで平衡

ミ仙電圧が得られるコイル配列を考える｡

毎梅子州~lの満数をすとすれば,

′J
〃這.【jV+.Ⅳ:電機子全潰数

3筏 β Ⅳとβは互いに 数とする

となる｡ここで以下の検討を簡単にするため,電機了･コイルの並列

回路数を1とし,βを奇数と偶数に分けて考える｡

3.1β=寄数の場合

平衡巻線を構成しうる最小磁極数は2βであり,このrllに6Ⅳ偶

のコイルが存在L,1Repeatablegroupを形成する｡今爪を電機

子コイル1相あたi)の直列コイル数とし Repeatable groupの数

をぁとすれば,

∂= ､＼-
/1

の

2Ⅳ 2β

係がある｡

また1Repeatable groupのSlotstar(1)を措けば,1円周内に等

間隔に並ぷ6Ⅳ個のベクトルとなる｡いまスロットに順次1,2,3,…

と番号をつけ,その番号をSlot starに書きこむとき,相隣り合う

二つのStarの番号差をcとすれば,次式が成立する｡

ゆえに,

担__2ゐ汀=
6Ⅳ

6.Ⅳゑ+1

2汀(2)

t､;､＼･

ここに烏はCを正の整数ならLめる最小の正の整数とする(

含む)｡

Slot star上に並ぶスロット番号の数列は,1,1+c,1+2c･‥と

なる｡ただしこの数列が6Ⅳを越すごとに,これから6Ⅳを差引い

た数がスロット番号となる｡スロット番号はまた,コイル番号に対

応させて考えることができる｡

たとえばq=6/5に対しては,k=4,C=29であり,1Repeatable

groupのSlotstarおよびUVW相へのコイル配分法は弟1図に示す

ようになり,これを暗示図で示せば弟2国のようになる｡

3.2 β=偶数の場合

β極間の3N個のコイルで1Repeatablegroupが構成され,そ

のSlot star上で相隣り合う二つのSlot star間の番号差c′に対し

て,次式が成立する｡

J･･＼｢･

.Ⅳ

(5)
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第2囲 βが奇数の場合の基

準配列に対する1Repeata-

ble grotlp内のコイル配分

暗示図

-〝

第4図 上うが偶数の場合の基
準配列に対する1Repeata-

ble group内のコイル配
略示図

ぶ｡Slot star上に並ぶコイル番号の数列は,

1,1+c′,1+2c′t･･となり,この数列の数が3Ⅳを越すごとに,これ

から3Ⅳを差引いた数で置きかえれば良い｡たとえば¢=5/4に対

しては,l=1,C′′=4,C′=8となり,1Repeatable groupのSlot

Starおよびコイル配分法は,弟3図に示すようになり,策4図はそ

の略示図である｡

4.分布巻係数の図式解法

4･1所要調波次数〝=p2(基本波)の場合

3で述べた理論により,1Repeatable groupのSlot starを描

く｡このとき相隣り合うstarの幾何学的角度(佃)は次式で示され

る｡

β=奇数の場合

β=偶数の場合

360□

6Ⅳ

二吊=､

3Ⅳ

(7-1)

(7-2)

1スロットあたりの電気角(〔r♪9)ほ601/qとなるゆえ,Slotstar

上のベクトルで,スロット番一弓･(1,2,3,…)ほ,順次,βが奇数のと

き,幾何学的角度(…)の(60ソす)/(60ソⅣ)=β倍ごとに,βが偶数の

とき,同様に幾何学的角度(柑)のβ/2倍ごとに出てくる｡

弟2図および第4図に示したように,電機子コイルは(+)のU,

Ⅴ,W相と(-)のU,Ⅴ,W相,すなわち6相帯に巻かれている

が,実際には(-)のU,Ⅴ,W相は逆接続して(十)のU,Ⅴ,W相

帯にそれぞれ相加わるように結線Lて3相巻線としている｡

弟5,引図にその暗示図を示す｡~才一なわち1Repeatable group

内には,

β=奇数の場合,各相2Ⅳ個のベクトル

β=偶数の場合,各相Ⅳ個のベクトル
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評 第43巻 第12号

〝-H椚=2〝

第5図 β=奇数 の 場

.:､.; .:

第6図 β=偶数 の 場

〝

ー〝

第7｢雲112/`16軌 留 の場合の

肝要調波蛮に対するSlot star

l● さミ!
〟 二相

β β

第81対 第7岡の例を三朴巻線ベクトルに繹推した岡

が存在することになる｡

たとえば,12･′16極でq=5/4の場合を考えると,そのSlot star

は,弟7囲および弟8図のようになる｡

この場合♪2/♪1=3′/4,Ⅳ=5,β=4なるゆえ仙=240,β仙/2=480,

l二1,C′′=4,C/=8となる｡またβ=4桂ごとに1Repeatable group

を形成し,その･Pにほ,3Ⅳ=15個のベクトルが含まれる｡

第8図のU租に対する分布 係数(g血)ほ次式で表わされる｡
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∬d化=
tll■I

OA十AB+BC+CD

分子(OD)はイ∫l抽帖ゆえ,分布巻係数も有限となり,所要調波次数

♪2による誘起電圧はイf在することがわかる｡

4.2 分数調波の場合

Repeatable group ト悶ゝl′-
場るす在

的角度(川･化)は,(7)式より見て次式で示される｡

β=奇数の場ノF† …′⊥二

β=偶数の場合 …〃=

360リ 乃

･i､＼ J

360〇 弗

:こ､＼､ ゴー･

1スロットあたりの竃気角(rl･〃)は,

(rγi=
180〇 乃 600タ乙

_
●

_::::二

3曾 ♪2 す♪2

600 彿

.Ⅳ
♪2

starの幾何学

1208 抑

､＼■
∴

(8-1)

………(8･-2)

となり,Slotstar上のベクトルでスロット掛り･1,2,3,…は順次

βが奇数の場合,幾何学的明渡((勅)のβ倍ごとに靂1-‡てくる｡

βが偶数の場合,幾何学的角度(帆)のノラ′･/2･倍ごとに出てくる｡

いま,4.1と同様の例で1/3調波の場合を考えると,そのSlotstar

は第9囲および策10図のようになる｡また,相隣り合うSlotstar

の幾何学的角度(叫′)は(8-2)式より,

1200 乃 120け×1
山j化二二

Ⅳ ♪2 5×3

1スロットあたりの電気角(α′↓)は,

60r'の
(Y/i.=

6げ×1
=160

となるし,

一各村のベクトルは5本ずつ3剋1に分れ
おのおの12げの位相差を

有し,かつその合成ベクトルは,閉ループとなり,したがって分和

巻係数は苓となることがわかる｡同様の手段で5′･′3,7ノ′′3,11/3…

調波についても分布巻係数オ零となることがわかる｡

5.分布巻係数の一般式

3で述べた′慮機丁･コイルの触罠のとき,令嗣披の分イIi巻係数の一

般式を求める｡

5.1βが寄数の場合の分布蕃係数

n次調彼のSlotstar_上に机並ぷコイルに誘起する電=三の位相差

について考えるリ3.1で述べた数川

1,1+c,1+2c･‥

に右しければ,SIotstar上で相隣り合うコイルに誘起する電仕の位

相差は,什′`Cである｡

2β極悶には,1柑あたり2Ⅳ他のコイルがあり,そのうちⅣ個

ほ(+)柑′附こ,残りのⅣ個は(ニー)川′附こ崩するu L-たがって,たと

えば第1番目のRepeatablegroup内にある(十)U相澤の巨番目の

E=+El

J･ご‥.

+丘1∈

YEl三

十む

一Elこ

ノ`r7`･3∧rc

∫勒(6Ar十3∧r)c

ブ什･′乙Lレ7仁一1)6ノV13JV二:C

毎ノ′り}〔トい6肋

むノ町▲〔(か~L6Ⅳ+3柚

+丸三

一月1己

+動

-El

ノα花･2c

ノ仁r几(3｣V+1)c

ノα花(6｣V+1)c

ブ勒(6｣V+3｣Ⅴ+1)c

ト良三

El三

Jα犯〔(ル巨1)6∧｢+1]c

ブα花〔(〃･い-1)6∧r+3Ⅳ+1｣r

+薮£怖〔〔∂~1〕(ミ肌1〕(‥

むノ〔描ム~1)6〃｣~3∧Hl〕c
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係数につい て

ーレ 〝

第9区112/16極す=

するSlot star

第10図 第9図の例でu相分を整理したベクトル図

コイルの誘
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'左Lliと,第2番rlのRepeatable gr･Oup内にある(+)

U相帯の五番Uのコイルの誘 電ノー仁との位相差は6此((′上である｡

そして1仙の直列コイル数凡･にはか個の(十)租借および(-)和帯

が存在する｡

よって,ベクトルの基準せ欄1=酎｣の(十)U相借の第1のコイル

誘に
ーし

こ〓ソとに

式となる｡

ノα,l(才一1)c

+丘1£

島£

-El;

-EIE

ノα花〔6∧r+(ト1〕〕c

トIiを丸で示すと,1柏の合成電圧は次

+血三

メα花〔6∧r+3Ⅳ+(才一1)〕c

fαァ↓〔(〟い-1〕6Ⅳ+(ト1)〕(了

乱こ

+瓦こ

…‥一旦l∈

ノ叫点タブ′仁一1)6∧r十3∧r十(ト1川■

ートむJ(r･′乙〔(柚6狛(ト1)〕c

｢島ご

･･t-El已

ーむJ什′ん〔(わー1)6∧r+3〃~卜(ト1ノ〕c

ノα7乙･(｣Ⅴ▼1)c

ノα乃〔3∧｢+(｣V-1)〕c

ノαれ〔6｣V+(〃-1)〕c

ノα･花〔6｣Ⅴ+3｣Ⅴ+(∧｢-1)〕c

Jαれ〔(〝7-1)6∧r+(〃⊥1)〕c

ノ(り`〔(〃ノrl)6∧r+3｣Ⅴ+(〃｣1)〕c

卜むJ`Y7乙〔
-

+

▼
h
U 〟+(Ⅳ一1)〕c

･･･｣緑川〔(占~1)6∧r十3∧r十(∧L｣)〕c



と表わされる｡これを整理すれば,

点=坑口一∈神島3肋〕.去
り.1

Sin(αァー･3♪たみ)

COS

Fブα几(∽-1帥.g∈如(g-1)c.ご
1

sin

∈イ〈3〃あ一(附÷)〉α花什÷汀〕
一方凡瀾のコイルに誘起する電圧の算術和舟は

E′=ⅣcEl=2ⅣゐEl

となるから,涼める分布巻係数(足助)は,

∬､J

E=+El

卓1ミ

EI
Sin(鋸些_典型

£イ‡3∧物-(附÷))α先C+÷打〕

ノ･し

+盈1eJα乃-3肋′

Ⅳ+Ⅳ十
｣Ⅴ+1

+む∫α几〔(桝~1)3勅′

_あeノαれ〔
(椚-1)3JV+JV+

+むブα几〔(み~1)3Ⅳ〕c′

_鋸れ〔(∂一1)3附附

†

となり,これを整理して,

∂∑
･軋二.β

〃せ=二1

ノV+1

ノⅤ+1

+丸∈

-/でl二

+丸吉

ノα乃C′

ノ･▼､

一×

メα乃(3JV+1)c′

Ⅳ+｣Ⅴ十 .Ⅳ+1

打･､ Sin(α〟･3些塑

5.2 βが偶数の場合の分布巻傭数

(11)

この場合もβが奇数の場合と同様の手段で求められる｡ただし策

.Ⅳ+1
Ⅳ-1.】 -

~
肌■∪､

2
4図に示したように各相帯に含まれるコイル数は 個のもの

と･_二㌻一個のものに分れ1木=のコイル数はⅣ個となるじ
すなわち第1番口のRepeatable group内にある(+)U租帯のi

番i=lのコイルの誘起電圧と,第2番口のRepeatablegroup内にあ

る(十)U相帯のよ番目のコイルの誘起電圧との位相差は,3A屯･α花

である｡また一相の直列コイル数爪には,み個の(+)相帯およぴ

(一)相滞が存在する｡

よって,,合成電圧を点とすれば,

+丘1∈ノα7`(ト1)c′ +むノα乃(些ご)c′

+(トヰ′…_むノα小十
ノⅤ+1.ノV一

+
2 2

+丘1£ノ恥〔3Ⅳ+(ト1)〕c′

…十むノα乃〔3Ⅳ十誓〕c′
Ⅳ+ノⅤ+

｣Ⅴ+1

用-1)ト盈1eノα乃〔3Ⅳ川+

+毎ブα乃〔(研一1)肌+1〕c'･…+丸£ブα孔〔(∽-1)3Ⅳ炸1)〕c′.‥+むノα乃〔(研一1)3Ⅳ+
〕c′_むヤ〔ノα花l(研一1)3.Ⅳ+｣Ⅴ+

ノⅤ+1

…………-β1∈

+島∈Jα花〔(か~1)3Ⅳ十1〕c′

(研一1)3｣Ⅴ+一Ⅳ+
｣Ⅴ+1

+(ト1)〕c′…_塵1三ノヰ′乃-1)3〟Ⅷ+

+むノα〟【1)3〃+(才一1)〕c′…+むノαれ〔(み-1)3〃･
〕c′_むノα彿〔(∂-1)3附附写叫′

eJ(r･化(〝㍗-1)3∧k′×

3ノⅤ+1

}Sin(ヱ氾ニミ鱒旦-)
α･7↓C′ Ⅳ+1

/r′～C/ Ⅳ+1

α花3肋/

α九･3此/

)〕÷£カ
ここに

α7とど/

-tan~1

sin(チ旦㌢)-COS(

什′′C′ Ⅳ一1
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′レヽ■ノ

｣Ⅴ十1.｣V→3
2

･2

+(ト1)〕c′‥._盈1eノα花〔(刷3狛附Ⅳ㌘･些ヂ〕c′
†

をうる｡

一方凡個のコイルに誘起する電圧の銅Ⅰ綿J舟は,
舟=几丘1=Ⅳ柑1

となるから求める分布巻係数(gd･′乙)iも

八~･

α7ム･3Ak/み

αγ～･3此/

(r′⊥･3♪た′ ⊥12/-ご

となる｡

5.3 分布巻係数が零となる条件

(11)式およぴ(13)式は分布巻係数の一般式であるカ＼この式から

所要調波ク2に対する分数調波次数乃(和幸砂2･g=任意の正の整数)に

対する分布巻係数を雰にするための条件を導封1__けことができる｡

上記両式を吟味するにあたり次の場合に分けて考える:.
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(1)ノう=奇数,哀=二甘数 (2)

(3)ノラ=偶数J九=奇数 (4)

(1)ノラ=奇数,裁=奇数の場合

この場合,次の各式が適用される_.

Slot star_1二の席-り･差 c=6Nk一十1/う

ノう=奇数,哀=偶数

ノ;=偶数,哀=偶数

毎極満雄1の溝数 百=凡/ノラ .(2)
スロットピッチ 什′′=60"

次 数 乃=1,

ReI)eatable
gn刃11)の数

∂二

次に(11)i℃を次の4ユ如二甘酢し,

するt⊃

つ

t),

Al.

-､

-
､

5,‥･在,♪ユー+--2･‥…‖イ諭■数)
f㌔

2∧｢

祈条件の
..(3.)

jと-亡その4墳の伸せ

sin("･′£･3A叫=Sin〔(6げ･す芸ご)･:i脱み〕二Sin(18け､･宕‡乃わ)

cos(一代-′′一丁ぎ叫)=COS拍6t)｢･ヴ芸己)ニ;l入り=COS(90･㍗)
‥(11-LL)

sin(′r′㌘)二Sin一三-〔(60■■･ヴ芸｡)脱〕二=Sin(3(ト雲;調)
..(11-IU)

sin(ちC)=Sini(600･q芸エー)c=Sin(
30リ.__/■竺

♪2

(11-n･r)

このことから,吟味する条件として次の場合か考えられる.｡

【づ;一二整数のとき
一β仁キ整数のときp2

函と｣㌔が宜十に嘉でないとき

L

一-βcとp2が互いに素のとき
-1

･!･J∴

ト･ご･

∂=fp2

ーし峠坤2

f=正の盟教

わの烏のの場合を吟味の結果 所_払凋被Aに対する分数調披(乃

キ廻2)の分布巻係数が零となる条件は

(i)ノラcと♪2が互いに素

(ii)あ=軌

を卜州■‥に満すことであるしJこのときj肝要調波♪ごおよびこれに対する

奇数情朋彼のふ〟在するりなおこのJ殻｢†♪コが布教なるゆえ,桝教訓

波♪2に対する偶数倍調妓は,空げき磁火の小には含まれていないの

で,当然この偶数倍調披ほ存在しないしノ

上記条件の証明

sin(√rlL･3Ncb)二Sin(1800･/うcni)=O

cos(
什′～･3Ak

)=COS(90'･若兜)キ0
(●･■函とβは互いに嘉,分数調妓ゆえ乃キー坤ご)

sin(′r′㌢.)=Sin(300･-i:n)*U
ト● ノう■cと♪ほ二/山､t･こよ,分数.訂舶_･宝ゆえ乃キ廻2)

sin(芋)=Sin(300･意-K-)キ0
ト● ノうcと♪いL/了いに嘉,分数.榔皮ゆえルキ密2)

すなわー〔J,所要:.瞞虹ゎに対する住鉱彿掛ノ)1日卜巻係数は,分｣'一

Sinい′′･3肋み.■)ぴ~)~･㌧かイごとなりいたかの頃は川M【∫tと1･㌧るゆえこの分

イIJ巻係数は1-;となる.

(2).･う=合致＼久=偶数明｣易｢′r

こび~)場合(1)と川様の人′士Jrjいて吟抹-j~力∴-二1■いゝ

ただし次数乃ほ次項山なとるノ

29

乃=2,4,6,‥･♪三,♪2一卜2･･･(偶数のみ)

あるいは 弗′=1,2,3,…♪2′,♪2′-ト1…(正の整数)

乃=2乃′ ♪2=2哀′

すなわち,(1)でホした式･い,れの代りに彿′を,♪2の代りに哀′

を用い,弗′が奇数と偶数の場合について吟 すれば良くその緋果,

所要調波♪2に対する分数調波(宛キ娩)の分布巻係数が零となる条

件は,

(i)ノ与cと♪｡′が互いに讃 すなわらノ与cと

(ii)わ=娩′ すなわちみ=≠･

巌
2

裁
■
2

かプ/二いに某

をIi~fJ吋に満すことである｡このときほまた,所要調妓九に刃する仙

倍調波の分布竃瀦数~も谷となり,所要調波♪2およびこれに対する

奇数倍調彼のみイJ:在する(上記証明ほ(1)と同様にできるゆえ抑Ⅰ拝)｡

(二り
ノ弓=偶数,九=奇数の場合

この場合次の各式が適用される､.

Slot star上の番号差 cr=2･

毎極毎拙の粥数

スロットピッチ

次 数

3ⅣJ+1

ノラ

什′｡=600-一旦-
(抄2

二2(7// (6)

(2)

乃=1,3,5,…裁,♪2+2,…
……(奇数)

Repeatable groupの数b= .＼-
/'､

＼■ /

次に(13)式を次の4項に分離し各条件のもとでその4項の伯を吟

する-.なおβが偶数ゆえこれをβ=2β′として考えるIJ

(r,～･3此′あ

)=Sin÷〔(600･占芸ヨ)3(ヴ2β′)2c′′み〕

=Sin(360ロ･一票∴乃あ)･･･(13｣)

sil-(一千㌢)=Silト去〔(600･｡芸2)ニ拍2β′)2cつ

=Sin(360〔･

sin(√!'㌢)=Sin-うー〔(600･

(13-11)

=Sil-(12げ∴崇∴芸ト･･(13-M)

cos(-∫f′′:一芸Nc')=COS(360r'L笠′-･n)‥･･(1…･r)
このことから吟 する条件として次の場合が考えらJtる｡

ノヨ/c//

哀-=盤数のとき

β′c′′

p2

キ整数のとき

｡･･･■れ′′
と♪ヱが互いに素でな

いとき

β′c′′とp2が互いに素のと
き

f･-J､､

ー∂キ坤2

ゐ=!p2

ト､･′ニー､‥

ただし,J=_1~恒ケ整数

おのぉのの場合な吟味の結果,所要調披♪ヱに対する分数調波(乃

キZ♪2)の分布巻係数が零となる条件は,

(i)ノ捏′′と丸が互いに嘉 すなJ〕サブノちc■'/4と九が互いに講

(ii)∂=妙2

な同‖封こ満すことでぁる､ニーこのとき所要.腑J友♪2およひこれに対する

奇数倍調彼の-ち了fカ三するし∴なおこの場合裁が番数なるゆえ,所要調

i皮♪とて･こ叶･トる偶数情調彼ほ圭一〕ごき磁束の小には合~よれていないの

上
_り然この偶数倍調敲満点帝L′ない

上.正数件の証明
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α7乙･3肋†∂

α乃･3♪た/

二Sin(3600･β′c′′乃f)=0

)=Sin(3600･一覧一乃)キ0

日 立

(･.●β′c′′と♪2は互いに素,分数調波ゆえ乃キ娩)

)=Sin(120〇･-｣賢･意)キ0
(･.●β′c′′と♪2は互いに素,分数調披ゆえ"キ娩)

α几･3♪た/

すなわち,

Sln

)=COS(3600･｣芝弗)キ0
(●.●β′c′′と♪2は互いに

所要調波♪2に対する分数

,分数調披ゆえ粥キ勿2)

波の分祁巻係数ほ分子

となり,ほかの項は有限値となるゆえ,

この分布巻係数は零となる｡

(4)β=偶数,♪2=偶数の場合

この場合(3)と同様の式を用いて吟味すれば良い｡

ただし次数循は,♪2が偶数ゆえ(2)と同一の値をとる｡吟味の結

,所要調波如に対する分数調披(れキ娩)の分布巻係数が
条件は,

塵2壁4

(ii)ゐ=射
すなわちあ=母

となる

が互いに素

を同時に満すことである｡このときは所要調波♪2およびこれに対す

る奇数倍 波が存在する｡またこの場合は(1),(2),(3)と異な

り,偶数倍調波も存在し,これは極数変換 り,極

数および溝数の選定に一考を要すべき事柄である(証明咤)｡

なお,上記は電機子コイルの並列回路数が1の場合について述べ

たが,任意の並列回路数のときでも同じような考え方で吟味できま

す｡'

る.短節巻係数

コイルピッチが所要調波に対して有効に誘起電圧が採り出され

かつコイルピッチが等しい場合の短節巻係数を考えてみる｡

第11図にホすように,コイルピッチがⅣスロットピッチである1

仰のコイルを考える｡所要調披次数久に対Lて1磁極ピ､ソテに含ま

れるスロットの数は3曾である｡

したがって,コイルピッチを所要調披に対する`-一針気拘で表わせば,

所要潮拍射こ対するコイルピッチ=芸-×1800･･･(14)
一般に彿次調披に対しては,

乃次調故に対するコイルピッチ=
Ⅵ′ 乃

3す βz
×1とiOO

靖11図 コイルピッチがⅣのコイル配超l茎.l

30

評

となる｡

第43`第 巻12号

したがって第1】図に示すコイルの上コイル辺に

E=E2一点2三J言古●~示

2E2Sin900･

×1800=E2(1-£ノ編

旦eイ900･
♪2

lt■ ･･

3(7 ♪2

となるL.一方フルピッチの帖の誘起電圧舟ほ,

E/=2且ノ

であるから求める短節巻係数∬ざ7↓は,

gぶ′`=
･旦･ガ

=Sln 9げ･

･2且2Sin
lγ

3留 ♪2

･芸)=Sin(30ウ･

〝

/･ご
×1800

起する

‥(16)

‥(17)

(17)式はノ;およぴ♪2の奇数,偶数に関係なく一般的に成り立つ｡

Ⅳを特別に選ばないかぎり,所要諷波動に対する分数調波の短節

巻係数ほ零とならない｡また零となる次数があっても,すべての分

数調波に対して零とはならない｡

ゆえに,分数 披に対する巻線係数を

係数を零にするよう考えねばならない｡

対する分数

いた｡

その

とするためには,分布巻

波に

波が,発生電圧に混入しないための条件を一般的に導

果,所要 波に対する分数調披電圧の混入を防ぐには,主

として分数調波に対する分布巻係数を軍とすれば良く,短節巻係数

だけではいかに考慮をはらっても,一般的に とならない｡

分数調披に対する分布巻係数を科こする条件は,棒数変換比およ

び電機子溝数の採り方によって異なることを明らかにした｡なお極

数変換後の1 梅グループの磁極数(♪2)と毎極毎相の溝数の分母

(β)がともに偶数のときは,変換時,所要 波(♪2)に対する偶数倍

波が存在するゆえ,極数変換機の計酎こあたり特に考慮せねばな

らない｡

極数変換時m題とたる異状.彿披による機需の振動,電圧波形のひ

ずみ,加えて機器の計画に本稿が役だてば幸いである｡

終りに,本稿執筆にあたり,種々有益なご意見をいただいた口立

研究所一木博士,日立工

ます｡

田附部長,北野豊氏に感 の意を表わし
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付 録

1.整数溝巻で整数倍高調波に対する分布巻係数

で述べた(11)および(13)式は整

調波(

溝巻を含む分数満巻で所要

本披)を含む分数調披に対する分布巻係数の一般式である｡

この式よ祈姐来述べられている整数溝巻で整数倍高調波に対する

分イIi巻係数を導くことができる･_J

整数溝ぶの場合ほ朋らかに,C=1,ノラ=1なるゆえ分イけ巻係数はβ

が奇数の場たの(11)式である｡すなわち

gィ〃=
1.

si恒′t'′一･旦肋み).sin(-(一票)
2Ⅳわcos(㌍㍗)sin(J芸C)



極数変換機の分布巻係数お よ び短節巻係数につい て

である｡また整数情高調披ゆえ

れ=勿2 g=1,2,3,･･(Fl三の雪控数)

さらに Ⅳ=ヴβ=ヴ

(r′`=6()∩･

これより

Sin(α花･3肋∂)=

α乃･3肋

=Sin(1800z∂)

)=COS一川-620声)3中os即･Z)

sin(?ア㌘)=Sjn
ーー ーヽ

sin

‡(6慧ぞ)留‡=Si岬･Z)

(1) Sin(伽･3肋ゐ)

卜式を変形すると,

Sin(α〃･3肋ゐ)

cos(塑一三鱒)

前述より

_Sin(18げ･gゐ)_
0

cos(90■･g)
0 ..‥不1王形

2153

分母,分J′一とも連続l乱数ゆえ,このぺの椚は不定形の極限伯と

して求汐)らJL2ぁとなるい

(2)麒.J〟を求〟~)ると

g.J柁
1 sin(什7乙･3肋∂)

2Ⅳ∂cos(
2あ一

α花･3腑

Sin(30n･g) sin(300･Z)

ー2如`ルsin(jO㌘)【由(
2.分数清春で整数倍高調波に対する分布巻係数

これは,(11)および(13)ユ▲いこり偶明こ導くことができる｢､

(.a)ノ勺二奇数の場合

J＼-
1 sin(30つ･βcg)

ただし,g=1,2,3,‥ (正の整数)

(b)/与=偶数の場合

g√ナ′～=
1

cos些ヒβ旦′g)

Ⅳ●cos(6げ･ノ憲一)
ただし,Zてrl,2,3,･･(1【三の整数)

特 言午 の 紹 介
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訂 正 本誌節43巻節11ぢ▼32頁,50頁の■`九･損てラ!録さJい㌧Lト調川~所の特許"ホ7"最近て貰録された日立製作所の実用新案"表小の特許番号を

新案番号と訂正いたLます｡
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